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平成12年度金木町文化賞・スポーツ賞 

輝かしい功績を讃え 

広報かなぎ（2) 

三
月
＋
日
、
平
成
＋
ニ
年
度
金
木
町
文
化
賞
及
び
ス
ポ
ー
ッ
賞
授
与
式

が
金
木
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
各
種
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

児
童
生
徒
ゃ
、
町
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
四
＋

六
名
、
 一
団
体
に
楯
ゃ
メ
ダ
ル
、
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
受
賞
者
を
代
表
し
て
前
田
祐
生
さ
ん
が
 
「自
分
が
今
ま
で
励
ん

で
き
た
ス
ポ
ー
ツ
で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も

一
日
一
日
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 



ロスポーツ賞《技術水準の向上に対する顕彰》 

氏名・団体名 
（学校名・所属） 

出場大会名及び入賞状況等 

工 藤 勇 蔵 
（金木町体育協会） 

第10回県民生涯スポ一ッフエステイバル マス 

ターズ陸上M70 	1500m 2位・M70 3000m 
1位、第14回青森マスターズ陸上競技選手権大

会 M70 1500ml位・M70 3000ml位 

生 玉 	顕 
（青森山田高校 2年） 

全国高校駅伝競走大会県予選会1位 

前 田 祐 生 
（五所川原工業高校 3年） 

平成12年度県高校総体陸上競技大会男子三段跳1位 

藤 本 武 仁 
（金木中学校 3年〕 

第51回県中学校体育大会陸上競技大会 3種競技A4 
位、第21回東北中学校陸上競技大会 3種競技A5位 

相 内 	崇 
（金木町体育協会） 第55回国民体育大会（成年B）団体 4位・個人 5位 

中 村 陽 仁 
（五所川原農林高校 2年） 

第53回県高校相撲春季大会団体優勝、第53回県高

校総体相撲競技団体優勝、第53回東北高校相撲選

手権大会団体優勝、第27回東北総体相撲少年男子

団体優勝、第53回県高校相撲新人大会団体優勝、 

第44回選抜高校相撲宇佐大会個人 2位、第 8回東

北高校相撲選抜大会団体優勝・個人2位 

黒 川 史 浩 
（西弄川原農林高校 2年〕 

第53回県高校相撲春季大会団体優勝、第53回県

高校総体相撲競技団体優勝、第53回県高校相撲

新人大会団体優勝・体重別85kg未満級個人優

勝、第8回東北高校相撲選抜大会体重別85kg未
満級個人2位 

田
く
 
中
舶
 
誠

柳
 
純

j
  

木
  

第53回東北高校相撲選手権大会個人 2位 

白 川 康 靖 
（金木小学校 2年） 

第14回旭富士杯争奪県下小学生相撲大会個人優勝 

野 上 	怜 
（金木小学校 4 年） 

県相撲選手権大会小学生の部個人優勝、東北学

童相撲県大会個人優勝、わんぱく相撲全国大会

団体優勝・個人優勝、第 5回県小中学校相撲岩

木町大会団体優勝、第13回全日本小学生相撲優

勝大会個人（ 4年生の部）優勝 

Il旦．末日埋こ，iI王雄十合小登！ルの剖（据」A 優勝 Jっんげ‘ 

津 島 祐 希 
（金木小学校 5年） 

相撲県大会個人優勝、わんぱく相撲全国大会団体

優勝・個人べスト 8、東北学童相撲大会個人優勝、 

第 5回県小中学校相撲岩木町大会団体優勝 

大 橋 聖 哉 
（金木小学校 6年） 

第 5回県小中学校相撲岩木町大会団体優勝 

今 	照 善 
（五所川原第一高校 3年） 

県高校少林寺拳法春季大会男子団体演武の部優

勝、県高校総体少林寺拳法競技男子団体演武の

部優勝、第27回全国高校少林寺拳法大会男子団

体演武の部 5位 

成 田 育 子 
（五所川原第一高校 3年｝ 

県高校少林寺拳法春季大会女子団体演武の部優

勝・女子有段組演武の部優勝、県高校総体少林

寺拳法競技女子団体演武の部優勝・女子有段組

演武の部優勝、第27回全国高校少林寺拳法大会

女子有段組演武の部 2位 

エ 藤 健 介 
（金木中学校 2年〕 

第29回県中学校新人柔道大会男子個人66kg級優勝 

田 中 千 智 
（嘉瀬小学校1年） 

第24回県少年柔道大会個人戦女子1学年の部優勝 

津 田 洋 輔 
（金木南中学校 3年） 

第26回東北室内選手権大会水泳競技大会男子D 
グループ200m背泳ぎ1位・男子Dグループ100 
m背泳ぎ 3位 

津 田 沙 織 
（嘉瀬小学校 6年） 

県学童泳力テスト50n］自由形1位 

三 上 雅 秀 
（金木町体育協会） 県主催銃剣道大会35歳以下の部優勝 

棟住
 
方

呼
 
裕
 

木
 

b
ー
 
学
 
校
 
也
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)
 

 

第51回県中学校体育大会冬季スキー競技大会ス

ペシャルジャンプ1位、第37回東北中学校スキ 
ー競技大会スペシャルジャンプ 2位・コンバイ

ンド 7位、第38回全国中学校スキー大会スペシ

ャルジャンプ 4位 

原徐
 
田
削
 
幹
唯
 
大
網
 

第51回県中学校体育大会冬季スキ一競技大会コ
ンバインド1位 

(3）広報かなぎ 

氏名・団体名 
（学校名・所属〕 

出場大会名及び入賞状況等 

飯 塚 	緑 
（金木南中学校 2年） 

第37回東北中学校スキー競技大会女子スラロー 

ム 8位 

大 橋 可 淑 
（金木小学校 6年） 

第1回県女子ソフトボール選手権大会優勝、第 

12回県スポーッ少年団フエステイバルソフトボ 

ール競技大会優勝 

米 塚 美 南 
（金木小学校 6年〉 

ク 

角 田 和 美 
（金木小学校 6年） 

ク 

白 川 真里奈 
I 」M、小学校6年） 

ク 

エ 藤 潮 子 
（金木小学校 6年） 

ク 

エ 藤 みなみ 
（金木小学校 6年） 

ク 

外 崎 閑 子 
（金木小学校 5年〕 

ク 

白 川 智佳子 
（金木小学校 5年） 

ク 

小田桐 タ 貴 
（金木小学校 5年） 

ク 

高 橋 麻那未 
（金木小学校 5年） 

ク 

田 中 志 保 
（金木小学校 5年） 

ク 

白 川 真理奈 
（金木小学校 5年） 

り 

福 山 美沙紀 
（金木小学校 5年｝ 

予 

白 川 美 咲 
（金木小学校 4 年） 

ク 

高 松 百 花 
（金本小学校 4年） 

ク 

原 田 荊 衣 
（金木小学校 4年） 

ク 

田 中 小 晴 
（孟示不勃郷輩j 
山 田 	舞 
（金木小学校 4 年） 

ケ 

◇スポーツ賞《普及水準の向上に対する顕彰》 

氏名・団体名 
（学校名・所属） 

活 	動 	状 	況 	等 

岩 村 好 枝 
（金木町家庭婦人 
ママさんバレ一部） 

中・高・青年部と20年にわたりバレーボール活
動に励み、青年女子チーム・ママさんチームで
キャプテンを務め、バレーボール競技の普及に
貢献。また、県家庭婦人バレーボール公認審判 
B級を取得し、若手育成に努める。 

原 田 	哲 
（嘉瀬小学校野球部〕 

嘉瀬小学校野球部コーチとして15年にわたり子
どもたちを指導。嘉瀬野球協会の副会長として、 
地域社会でのスポーッ活動の振興に貢献。 

O文 化 賞 
氏名・団体名 
（学校名・所属） 出場大会名及び入賞状況等 該当条項 

白 川 祐 太 
（木造高校車力分校］年） 

第15回全国高校文芸コンクール俳句の部
入選 

優秀賞 

金 津 智恵美 
（嘉瀬小学校 6年） 

1999年度読書感想画県コンク一ル優
秀、第11回読書感想画中央コンクール
小学校高学年の部奨励賞 

優秀賞 

高 橋 けん― 
（金木俳句会） 

第19回県下俳句大会 2位、第49回県観
桜俳句大会 9位 

奨励賞 

金木中学校
吹 奏 楽 部 

RABこども音楽コンクール優秀賞、 
こども音楽コンクール東北決勝大会出

場 

奨励賞 

黒 川 ッ ル 
（嘉瀬奴踊り保存会） 

小・中・高校生の指導に対し協力 功労賞 



4月 

テレビ（ブラウノ管式に限る）冷蔵庫洗濯機エアコノはごみではなくなります編d 
国留粛 21世紀は「資源循環型社会」に！ 
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消
費
者
が
負
担
す
る
料
金
は
い
く
ら
で
す

か
 

（消費税別途） 消費者が支払う料金 

品 名 
①リサイクル 
料 	金 

②収集運搬 
料 	金 

支払 う 
料 	金 

冷蔵庫 4,600円 

①
合
 
と

計
 
②
金
 
の
額
 

こ1二，アコン 3,500円 
未 	定 

テ レ ビ 2,700円 

洗濯機 乙400円 

何
が
変
る
の
？

>
 

 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
と
な
る
家
電

製
品
は
何
で
す
か
 

使
わ
な
く
な
っ
た
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
義
務
付
け
る
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
特
定
家
庭
用
機

器
再
商
品
化
法
）」
が
四
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
再
利
用
で
き
る
部
品
な
ど
は
で
き
る
だ
け
繰
り
返
し
て
使
い
、
捨
て
る
も
の
の
少
な
い

「
資
源
循
環
型」
 

の
社
会
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
 

現
在
、
家
電
製
品
四
品
目
は
不
燃
こ
み
と
し
て
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
4
月
か
ら
は
小
売
店
な
ど
を
通
じ

て
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
へ
運
ば
れ
、
再
び
部
品
や
原
料
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
確
実
に
ゴ
ミ
の

量
が
減
り
、
こ
み
埋
め
立
て
地
の
延
命
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

広報かなぎ（4) 

え
ロ
ど
う
し
て
消
費
者
が
料
金
を
負
担
し
な
け
 

r
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
 

A
 
主
に

一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ

て
い
る
 
『エ
ア
コ
ン
」
 
『テ
レ
ビ
 

（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
）
』
『
電
気
冷
蔵

庫
』
『電
気
洗
濯
機
』
の
4
品
目
で

す
。
業
務
用
専
用
に
製
造
さ
れ
た

も
の
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
 
 

A
 
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
円
滑

な
運
営
の
た
め
に
は
、
小
売
店
な

ど
に
よ
る
収
集
・
運
搬
、
メ
ー
カ
 

ー
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
、
消
費
者

に
よ
る
費
用
負
担
と
い
っ
た
、
そ
 

一
？逮
5
 

A
 
消
費
者
は
家
電
製
品
を
引
き

渡
す
際
に

「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」
 

と
「
収
集
運
搬
料
金
」
の
合
計
額

を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
昨
年
九

月
に
主
な
メ
ー
カ
ー
か
ら
公
表
さ

れ
た
全
国
統
一
の
金
額
で
す
。
大

き
さ
や
重
さ
に
関
係
な
く
、
品
目

に
よ
り
一
台
の
料
金
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
収
集
運
搬
料
金

は
、
小
売
店
が
独
自
に
決
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（店
頭
掲
示
な

ど
に
よ
り
公
表
）
 
 

れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
消
費
者
も
費
用
の
分
担

を
通
じ
て
、
循
環
型
経
済
社
会
に

向
け
て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

(
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不法授棄の防止をH 
※家電リサイクル法の対象となる家電製品につい

て、4 月以降は町最終処分場で受け入れができ

なくなりますので、古くなった家電製品を処分

する場合はお早めに。 

勿協力 第2保育所ききょう組の子どもたち 

ごみの不法投棄は法律で禁止されています。違

法すると懲役や罰金などの処罰があります。町で

は、県からの委嘱により不法投棄監視員を配置し、 

不法投棄の防止に力を入れています。不法投棄を

見かけたら、健康福祉課までご連絡ください。 

× 

鷲驚 法 

■家電製品処理の課題 
家電製品は収集に手間がかか

るうえ、処理施設での破砕も難
しいため、大部分が埋め立てら
れています。その反面、リサイ
クルが可能な資源を多く含んで
おり、リサイクル体制の整備が
必要と考えられていました。 

■わが国のこみ事情 
わが国における一般廃棄物の

リサイクル率は10％と低く、今
のペースで廃棄物の埋め立て処
理を行った場合、埋め立て処理
場は全国平均であと8.5年分しか

もたないといわれています。 

(5）広報かなぎ 

小
売
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま

す
。
国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
家

電
製
品

（
四
品目
）
す
べ
て
が
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
 

A
 
日
本
の
小
売
店
で
外
国
製
品

を
買
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
小

売
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
 

海
外
で
買
っ
た
製
品
で
あ
れ
ば
、
 

同
種
の
製
品
を
買
い
換
え
る
際
に
 

閏
喝
 
叱
 

●

叫
 

家
電
製
品
が
き
ち
ん
と
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

て
い
る
か
確
認
し
た
い
の
で
す
が
 

の
メ
ー
カ
ー
に
確
認
す
る
こ
と
が
 

で
き
ま
す
の
で
、
管
理
票
の
写
し
 

は
必
ず
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
 

A
 
管
理
票
（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
 

券
）
に
よ
り
、
引
き
取
っ
て
も
ら
 

っ
た
小
売
店
・
指
定
法
人
や
製
品
 

‘
・
 

A
 
そ
の
製
品
を
購
入
し
た
家
電

小
売
店
か
、
同
じ
種
類
の
製
品
を

買
お
う
と
し
て
い
る
小
売
店
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
小

売
店
に
は
古
い
家
電
製
品
を
引
き

取
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
 

消
費
者
は
、
そ
の
家
電
製
品
を
①

収
集
・
運
搬
す
る
た
め
の
料
金
と

②
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
の
料
金

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

A
 
基
本
的
に
、
対
象
と
な
る
4
 

品
目
に
つ
い
て
は
小
売
店
（
さ
ら

に
は
製
造
メ
ー
カ
ー
な
ど
）
に
引

き
渡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
引

っ
越
し
な
ど
に
よ
り
近
く
に
な
い

場
合
や
買
い
換
え
で
は
な
く
単
に
 

A
 
小
売
店
に
は
、
家
電
量
販
店
 

不
要
に
な
っ
た
の
で
引
き
取
っ
て

も
ら
う
場
合
に
は
役
場
健
康
福
祉

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（リ
サ

イ
ク
ル
料
金

・
収
集
運
搬
料
金
は

消
費
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
 

な
ど
の
家
電
小
売
店
や
通
信
販
売

で
家
電
製
品
を
販
売
し
て
い
る
事

業
者
の
他
、
中
古
家
電
製
品
を
取

り
扱
う
古
物
商
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ョ
ッ
プ
や
質
屋
な
ど
も
含
ま
れ
ま

す
。
メ
ー
カ
ー
に
は
、
家
電
メ
ー
 

カ
ー
の
他
、
家
電
製
品
の
輸
入
業

者
が
含
ま
れ
ま
す
。
 

古
く
な
っ
た
家
電
製
品
を
引
き
取
っ
て
も

ら
い
た
い
の
で
す
が
 

覇
「
「
 

 自治
体
（
市
町
村
）
の
役
割
は
ど
う
な
る

の
で
す
か
 



手
打
ち
そ
ば
講
習
会
 

(
 

ト
清
水
さ
ん
の
職
人
技
に
見
入
る
 

「
ポイ
ン
ト
は
、
水
の
分
量
に
注

意
し
、
よ
く
練
る
こ
と
で
す
」
 

広報かなぎ（6) 

地
元
で
収
穫
さ
れ
た
そ
ば
を
使

っ
た
「
手
打
ち
そ
ば
講
習
会
」
が

二
月
二
十
一
、
二
十
三
日
、
昨
年

暮
れ
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
川
倉

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

町
で
は
、
町
内
の
各
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
新
た
な
特
産
品

づ
く
り
を
目
指
し
、
同
セ
ン
タ
ー
 

地
場
産
品
開
発
室
を
活
用
し
た

様
々
な
取
り
組
み
を
企
画
。
そ
の
 

ー
つ
と
し
て
、
町
民
か
ら
広
く
意

見
や
感
想
を
求
め
る
た
め
、
金
木

町
の
転
作
そ
ば
を
使
っ
た
手
打
ち

そ
ば
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

講
習
会
の
参
加
者
は
、
両
日
と

も
四
十
人
を
超
え
る
好
評
ぶ
り
。
 

一
回
目
の
二
十
一
日
は
、
弘
前
市
 

「真
そ
ば
ゃ
曾
」
の
そ
ば職
人
、
清

水
一
仁
さ
ん
を
講
師
に
、
そ
ば
つ

ゆ
と
手
打
ち
そ
ば
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
 

そ
ば
打
ち
が
初
体
験
と
あ
っ
て
、
 

ト
よ
く
練
る
と
お
い
し
い

そ
ば
に
な
る
ん
だ
っ
て
 
 

ま
ず
は
清
水
さ
ん
の
実
演
を
熱
心

に
見
学
。
職
人
か
ら
そ
ば
打
ち
の

コ
ツ
を
学
ん
だ
後
、
各
テ
ー
ブ
ル

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
寄

っ
た
そ
ば
練
り
用
ボ
ー
ル
で
 
「一
一
 

は
ち
 

八
そ
ば
」
作
り
に
取
り
掛
か
り
ま

し
た
。
 

参
加
者
た
ち
は
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
生
地
延
し
や
そ
ば
切

り
な
ど
全
て
手
作
業
で
行
い
、
 一

時
間
あ
ま
り
か
け
て
手
作
り
そ
ば

を
完
成
さ
せ
る
と
、
早
速
打
ち
た

て
の
そ
ば
を
大
き
な
釜
で
ゆ
で
て

盛
り
そ
ば
に
し
、
み
ん
な
で
試
食

し
ま
し
た
。
き
し
め
ん
の
よ
う
に

平
た
い
そ
ば
や
太
麺
の
そ
ば
な
ど

初
め
て
作
っ
た
そ
ば
ら
し
い
出
来

上
が
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
分

た
ち
で
作
っ
た
も
の
は
格
別
の
味

で
 
「歯
ご
た
え
が
い
い
。
ま
た
作

っ
て
み
た
い
」
と
大
変
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
 

ト
切
る
と
き
は
慎
重
に
、
 

細
く
均
一
に
 

(
 
 

鶏
ん
 

ム
「
木
 

、
 

ジ
 
由I

 

・

齢
で
 
剖
金
 

、1
（
懲
軍
七
 
島
ヒ
 

.
1，事
．‘
い
諭
車
 

"
‘
【
」
郵
醸
」

戸
 

以
前
か
ら
そ
ば
打
ち
に
興
味
が

あ
り
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
。
実
際
や
っ
て
み
る
と
思
う

よ
う
に
い
か
ず
、
難
し
か
っ
た
。
 

と
て
も
楽
し
い
で
す
。
手
作
り

は
、
作
る
楽
し
み
と
食
べ
る
楽
し

み
が
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
。
打
ち

た
て
の
そ
ば
は
歯
ご
た
え
が
あ
っ

て
、
香
り
も
よ
か
っ
た
。
 

．
『
““

 
一
 

邸
響
郵
栽
む

ん
 

．、
ブH
ノ
陰
詳

．面
豊
創
 

”
 
「
一
‘
、
」
 

、

そ
取
 

H
 

‘
、
繭
雛
吟
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
感
想
を
、
今

後
の
そ
ば
作
り
や
特
産
品
づ
く
り

の
参
考
に
し
た
い
。
ま
だ
栽
培
を

始
め
て
間
も
な
い
の
で
収
穫
量
は

少
な
い
が
、
将
来
的
に
は
収
入
を

見
込
め
る
よ
う
な
量
と
質
を
目
指

し
た
い
。
町
の
新
し
い
施
設
や
機

械
を
活
用
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
が

ん
ば
り
ま
す
 

白川キヌさん
阿保束子さん 
（川 倉） 


